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本発表内容は、下記査読論文に基づいています。



•全国256万人の保険者データを用い、糖尿病患者の
熱中症リスクを初めて大規模解析

•糖尿病患者は、非糖尿病者よりも熱中症リスクが
1.4倍高いことを確認

• 30～59歳の就労世代の男性では、リスクが特に
上昇

•北海道など寒冷地域でもリスク上昇がみられ、
地域に応じた予防対策の必要性を示唆

キーポイント
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背景

平均気温の上昇とともに
熱中症患者数が増加

糖尿病患者は熱に弱い体質的
背景を持つ

発汗・体温調節機能の低下

血流調整が難しい

のどの渇き・熱感に気づき
にくい

総務省 消防庁資料より

全国の熱中症搬送者数 糖尿病患者の体温調節機能の障害

糖尿病患者は熱中症に対して耐性が低いことが経験的に知られていたが、
実際のリスク差については十分分析されてこなかった

環境省熱中症環境マニュアル2018（http://www.wbgt.env.go.jp/heatillness_manual.php）
Association between heat exposure and hospitalization for diabetic ketoacidosis, hyperosmolar hyperglycemic state, and hypoglycemia in Japan (Environment 
International 2022年9月)
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研究の目的

メディカルビックデータREZULTを活用し、
糖尿病患者における熱中症リスクを解析。

• 糖尿病の有無による熱中症リスクの違いを評価
• 年齢・性別・地域による違いを明らかにする

具体的な目標

• 大企業および公的機関の従業員およびその扶養
家族を対象としたレセプトデータ

• 全期間で1,000万人分、直近5年間663万人分のレ
セプトデータを有する。

• そのうち、少なくとも5年間レセプトの追跡が可能な
2,558,593万人のデータを調査対象。

• 疾患定義はICD-10コードに基づく
糖尿病：E10–E14（1型・2型・その他の糖尿病）

熱中症：T67.8

（「熱及び光線のその他の作用」に分類され、

熱中症として登録されたレセプト）

https://www.rezult-lp.com/



熱中症リスクの全国規模定量方法

• 約256万人分の匿名レセプトデー
タを用いて評価。

• 年齢・性別・地域をそろえて比較
可能な２群を抽出。

• 熱中症の発症率をCOX回帰分析に
て評価。

†メディカルデータベースREZULT (https://www.rezult-lp.com/)

解析対象者

†

糖尿病診断歴の有無で熱中症発症率を統計解析した

熱中症の発症率を調べた
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糖尿病と熱中症リスクの評価

• 糖尿病患者は非糖尿病患者より熱中症リスクが1.41倍高い

• 30～59歳男性では特に高リスク（30代男性で最大1.69倍）

• 寒冷地域・北海道の40～59歳では1.94倍

• 年齢、地域間によらず糖尿病患者のほうがリスクの高い傾向
糖尿病と熱中症リスクの関係（年代・地域別）

全患者

30代男性

40代男性

50代男性

北海道(40～50代)

関東(40～50代)
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p = 0.003

p = 0.005

p = 0.030

*** 

*** 

*** 

*

** 

** 

5/7

(* p < 0.05、** p < 0.01、*** p < 0.001）

Hirata A. et al., Environ. Sci. Pollut. Res., 2025



Daily Maximum Temperature (℃) Daily Maximum Temperature (℃)

Daily Maximum Temperature (℃) Daily Maximum Temperature (℃)

東京都の日最高気温と熱中症リスクの関係

• 糖尿病患者では、30℃未満の気温でも熱中症リスクが上昇傾向
• 35℃を超えると気温に関わらず熱中症リスクは横ばい

10万人あたり1日あたりの熱中症罹患率

6/7

熱
中

症
罹

患
率

(人
/1

0万
人

/日
)

30代

50代

40代

60歳以上

熱
中

症
罹

患
率

(人
/1

0万
人

/日
)

熱
中

症
罹

患
率

(人
/1

0万
人

/日
)

熱
中

症
罹

患
率

(人
/1

0万
人

/日
)

糖尿病患者
非糖尿病患者

25℃付近より差がみられる

25℃付近より差がみられる

30℃以上より差がみられる

30℃以上より差がみられる

*30歳未満は糖尿病患者数が少なく、分析対象外



まとめ

• 医療レセプトデータを用いて、糖尿病患者の熱中症リス
クを全国規模の調査。

• 糖尿病患者は、非糖尿病者に比べて熱中症リスクが
1.4倍と有意に上昇。

• 特に30～59歳の男性でリスクが高く、就労世代に対する
対策の重要性が示唆される。

• 北海道など寒冷地域でもリスク上昇がみられ、地域ごと
の対策が求められる。

• 東京では、糖尿病患者では30℃未満でも熱中症リスクが
上昇し、35℃を超えるとリスクは横ばいとなる傾向がみ
られた。
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